
筑波大学附属病院 がん病態栄養専門管理栄養士 養成研修  

2026 年度（4期生）募集要項 

 

2025 年 10 月 

 

 

1．研修目的 

 本研修は、高度実践能力を有するがん病態栄養専門管理栄養士を養成し、専門的知識・ 

技術を用いたがん患者の食事や栄養の課題を解決し、質の高いがん医療の提供に貢献する

人材を育成することを目的とする。 

 

 

2．研修目標 

1）がんの栄養療法に関する専門的知識及び患者個々に応じた、きめ細かな栄養管理・栄養

指導を行う技術を習得する。 

2）周術期や緩和ケアに関する知識及びがん治療のチームの一員として栄養に関わる問題の

解決策について多職種に対し提案を行う技術を習得する。 

3）最新の栄養情報や臨床情報・ガイドライン等を、国内外のデータベースや文献から取得

して活用し、新たなエビデンスの構築に向けて臨床研究を展開することができる人材を 

育成する。 

 

 

3．修了要件 

 本研修を修了するためには、以下の要件を満たす必要がある。 

1）全研修プログラムを履修する。 

2）全課題の評価が A～Cである。 

3）実習評価が A～Cである。 

 

 本研修は、日本病態栄養学会認定 がん病態栄養専門管理栄養士の申請条件である当該 

学会認定 実地修練施設の研修カリキュラムに基づいており、修了者は申請要件の一部と 

することができる。 

 

 

4．定員 

 30 名 

 

 

5．受講資格 

 日本病態栄養学会の定める、がん病態栄養専門管理栄養士の申請条件（第 2 章第 4 条）

の（1）～（4）を満たしていることを受講資格とする。 

（1）日本国の管理栄養士免許を有し、管理栄養士としての人格と見識を備えていること。 

（2）学会および日本栄養士会の会員であること。 



（3）申請年度分までの両会年会費を完納していること。 

（4）学会認定「病態栄養専門（認定）管理栄養士」または、日本栄養士会認定「臨床栄

養認定管理栄養士」を取得していること。 

 

 

6．研修期間  

 2026 年 4月～2026 年 7月 

 

 

7．研修の募集期間 

 2025 年 10 月 16 日（木）～2026 年 2月 20日（金）当日消印有効 

 （定員に達した場合は募集を締め切ります） 

 

 

8．応募書類・応募方法 

1）受講願書（別記様式 1） 

 2）履歴書（別記様式 2-1） 

 3）業務実績書（別記様式 2-2） 

4）申請レポート テーマ：「私のキャリアビジョン」 （別記様式 3） 

5）所属長の推薦状（署名、捺印したもの）（別記様式 4-1） 

6）管理栄養士免許の写し（A4版でコピー） 

7）日本病態栄養学会認定「病態栄養専門 （認定）管理栄養士」の写し または、日本   

栄養士会認定「臨床栄養認定管理栄養士」の写し（A4版でコピー） 

 

＊筑波大学附属病院 総合がん診療センター ホームページ、または病態栄養部ホームペー

ジより、上記 1）-5）の書式をダウンロードの上、作成し、1）-7）を簡易書留で郵送（送

料は申請者負担）する。 

＊宛先ラベルは、ホームページよりダウンロードして印刷。必要事項を記入する。 

 

 

9．研修生の選抜方法 

 応募書類を基に選抜する。 

 

 

10．研修方法 

 講義・実習・演習があり、オンライン・オンデマンド・対面で行う。 

 オンライン、オンデマンド視聴で行う研修は、各自がパソコン、及びオンライン環境を    

準備し、適切な学習環境を整え参加する。また、パソコンでファイルの送受信ができる 

メールアドレスを準備する。 

 対面で行う研修は、筑波大学附属病院にて行う。 

 

  



11．研修費用 

 受講料負担なし 

 ＊オンライン受講に必要なパソコン等のデバイス、オンライン環境設置、通信費用、通

学に必要な交通・宿泊費、学習や自己研鑽に必要な文献や道具の購入、及び、実習時

に必要な予防接種費用等の受講料以外に係る費用は個人負担となる。 

 

 

12.研修内容、研修時間 

 研修プログラムは、全科目必修である。 

単元 目標 項目 概要 時間 形式 

1．がんに

関する一

般的知識 

がん治療に

関する一般

的知識を理

解する 

がん治療一

般 

がん臨床検

査の理解 

1)がん対策基本法とがん

対策推進基本計画 

2)各種がんの疫学、臨床

所見、診断 

3)各種がんの治療、合併

症、予後 

8 講義（オン

デマンド） 

2．がんの

病態と治

療 

各種がんの

基礎知識と

最新の治療

を理解する 

症状と栄養

管理 

1)食道、頭頚部がん、胃が

んの基礎知識と栄養管理  

2)大腸がん、肝・胆・膵が

んの基礎知識と栄養管理  

3)乳がん、子宮頚がん、卵

巣がんの基礎知識と栄養

管理 

4)血液がん、小児がん、希

少がんの基礎知識と栄養

管理 

48 講義（オン

デマンド） 

 

がん治療で

用いられる薬

剤の種類の

理解と薬剤に

よる食事の

影響を理解

する 

がん患者に

用いられる薬

剤 

5)がん治療で用いられる

薬剤 

6)薬剤による食事の影響 

 

12 講義（オン

デマンド） 

がん化学療

法の種類、支

持療法、化学

療法のレジメ

ンと有害事象

について学

ぶ 

がん化学療

法時の栄養

管理 

7)がん化学療法の種類、

支持療法、化学療法のレ

ジメンと有害事象 

 

16 講義（オン

デマンド） 

がんの集学

的治療による

術前・術後の

栄養管理 

8)がんの集学的治療 

9）周術期の薬剤 

32 講義（オン

デマンド） 



食事や栄養

の影響を理

解する 

がん放射線

療法の栄養

管理 

3．がん患

者の栄養

管理の基

礎的事項 

がん患者の

栄養アセスメ

ント、適切な

栄養・食事療

法について

理解する 

栄養アセスメ

ント・栄養診

断に基づい

た栄養管理 

1)がん患者の栄養アセス

メントに必要な情報収集

（問診・カルテ・食事摂取） 

2)栄養スクリーニングとア

セスメント 

3)栄養ケアプロセスの概

要の理解 

4)PES(Problem Related to 

Etiology as Evidenced by 

Signs and Symptoms)によ

る栄養診断の実際 

5)がん患者の栄養診断、

モニタリング 

6)栄養管理計画を作成

（食事、経腸栄養、静脈栄

養） 

7) GLIM基準による低栄養

の判定、モニタリングと再

評価 

40 講義（オン

デマンド） 

演習（対面） 

4．がん患

者に対す

る栄養管

理の実践 

がん患者の

個別性に応じ

た栄養指導

（患者・家族

の支援含む）

について理

解する 

 

  

フードサービ

スマネジメン

ト 

個人栄養指

導の実践 

1)がん患者の病態に合わ

せた食事の工夫、献立や

調理 

2)給食管理のマネジメン

ト、衛生管理、リスクマネ

ジメント 

3)各症状と関連する栄養

アセスメント、適切な栄養・

食事療法 

4)がん患者の個人栄養指

導（患者・家族の支援含

む） 

40 講義・演習

（対面／オ

ンライン） 

5．ICT を

用いたコミ

ュニケー

シ ョ ン 技

術 

対象に応じた

適切なコミュ

ニ ケ ー シ ョ

ン、及び ICT

を用いた教育

方法を学ぶ 

個人栄養指

導の実践 

1）対面および ICT を用い

たコミュニケーションと面

談技術 

 

16 演習（対面

／オンライ

ン） 

心身のアセス

メントに必要

がん患者に

おこる心の動

2）ICT を用いた心身のア

セスメントの技術 

16 演習（対面

／オンライ



な技術 きと食事 ン） 

6. 多職種

チームア

プローチ 

チーム医療

の実際につ

いて学び、多

職種の役割

について理

解する 

チームアプロ

ーチの実際と

管理栄養士

の役割 

地域連携の

取り組み、在

宅支援 

1) 多職種チームアプロー

チの理論と実践技術 

2）情報提供と意思決定支

援のスキル 

3）栄養マネジメントとリー

ダーシップ 

4）多職種教育 

5）地域連携 

24 講義（オン

デマンド） 

演習（対面

／オンライ

ン） 

7．臨床研

究 

クリニカルク

エスチョンに

応じた文献検

討等から最

新知見を共

有する 

栄養マネジメ

ントとリーダ

ーシップ 

1)課題研究 

2)発表 

 

8 講演・演習

（対面／オ

ンライン） 

8. 演習 実践的な演

習を通して、

必要なスキ

ルの習得、及

び自己の課

題の分析を

する 

症例検討の

手法 

1)対面での面接技術 

2)ICT を用いた面接技術 

3)症例検討 

4)プレゼンテーション 

5）実践トレーニング 

40 演習（対面

／オンライ

ン） 

 

 

13．講義等オンライン（開講時間：13:30-15:30） 

予定日 

4月 4日（土） 

5月 16 日（土） 23 日（土） 

6月 20 日（土） 27 日（土） 

＊講師等の都合により変更する場合がある。 

＊予備日を含む。 

 

 

14．実習（5日間、計 40時間） 

予定日  

1G 6 月 29 日（月） ～ 7月 3日（金） 

2G 7 月 6日（月） ～  7 月 10 日（金） 

＊実習グループはランダムに割り当てる。 

＊実習期間中の一部にオンラインによる講義・演習も行う。 

実習施設：筑波大学附属病院 

 



 

本研修は、日本癌治療学会／ファイザー 「がん患者支援の推進に対する医療者への教

育プロジェクト」の助成を受けて実施する。 

 

 

 

【問い合わせ先】 

筑波大学附属病院 総合がん診療センター 

e-mail：ccc.csrdc@un.tsukuba.ac.jp 

 


